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１．平成30年３月期第３四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年12月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期第３四半期 400,852 △1.3 9,983 6.7 10,046 7.1 6,628 1.9 

29年３月期第３四半期 406,035 △10.4 9,358 △4.6 9,383 △4.1 6,506 10.5 
 

（注）包括利益 30年３月期第３四半期 6,543 百万円 （△1.4％）   29年３月期第３四半期 6,638 百万円 （11.7％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年３月期第３四半期 118.93 － 

29年３月期第３四半期 115.57 － 

 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

30年３月期第３四半期 155,568 32,946 21.2 

29年３月期 75,282 29,389 39.0 
 

（参考）自己資本 30年３月期第３四半期 32,920 百万円   29年３月期 29,364 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
29年３月期 － 26.00 － 26.00 52.00 
30年３月期 － 27.50 －     
30年３月期（予想）       27.50 55.00 

 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

  （％表示は、通期は対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 565,000 2.4 15,200 6.5 15,200 6.4 10,150 4.7 182.13 
 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 有    

新規 1社 （社名） 株式会社クオカード 、除外 －社 （社名） 

(注)詳細は、添付資料Ｐ.７「２. 四半期連結財務諸表及び主な注記 （３）四半期連結財務諸表に関する注記
事項（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）」をご覧ください。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年３月期３Ｑ 79,074,000 株 29年３月期 79,074,000 株 

②  期末自己株式数 30年３月期３Ｑ 23,345,796 株 29年３月期 23,345,796 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期３Ｑ 55,728,204 株 29年３月期３Ｑ 56,297,497 株 

 

※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。 

また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予

想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連

結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

 

（四半期決算補足説明資料の入手方法について） 

四半期決算補足説明資料は平成30年２月６日（火）に当社ウェブサイトに掲載予定です。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間（平成29年４～12月）におけるわが国経済は、政府の経済政策、日銀の金融緩和策の

継続等を背景に、雇用・所得環境の改善が進む中、個人消費に持ち直しの動きが見られ、緩やかな回復基調で推移

しております。一方、米国の政策動向やアジア諸国の経済情勢、地政学的リスクの高まり等から、今後の景気につ

いては、先行き不透明な状況が続いております。

当社グループ（当社、連結子会社および持分法適用関連会社）の主な事業分野である携帯電話等販売市場では、

通信事業者による新料金プランの提供、サブブランドやMVNO（仮想移動体通信事業者）の普及により、お客様の選

択肢が広がりました。

このような事業環境下、当社の携帯電話等販売台数は、332万台と前年同期を上回り、スマートデバイスの販売

比率は８割を超えております。

当社の生産性向上のため変形労働制を活用するとともに、店舗においては定休日や年末年始における休業日の設

定、営業時間の短縮等、「働き方改革」の取り組みを継続し、ESや定着率の向上を図りました。さらに、各事業セ

グメントにおいて引き続き新たな収益基盤の構築に努めました。

当社グループの当第３四半期連結累計期間における業績につきましては、売上高4,008億52百万円（前年同期比

1.3％減）、営業利益99億83百万円（同6.7％増）、経常利益100億46百万円（同7.1％増）、親会社株主に帰属する

四半期純利益66億28百万円（同1.9％増）となりました。

当第３四半期連結累計期間におけるセグメントごとの業績は次のとおりであります。
 
（モバイル事業）

モバイル事業においては、魅力的な新機種の発売や新たな料金プランと廉価版端末等の提供もあり、買い替え需

要が促進されました。さらに、通信事業者のサブブランドやMVNO等の端末販売も含め堅調に推移し、販売台数は前

年同期を上回りました。

また、スマートデバイスの販売とともに、光回線をはじめとした各種サービスやセキュリティ関連のコンテン

ツ、アクセサリー等のスマートフォン関連商材も提供するなど、付加価値提案力を高め、収益性向上に取り組みま

した。一方で、移転・改装等のキャリアショップの強化等、店舗への投資を積極的に実施いたしました。さらに、

正社員化の促進、人財の採用や販売スタッフの教育・研修等、将来を見据えた人財投資も推進いたしました。

この結果、売上高は3,441億28百万円（前年同期比0.9％増）、営業利益は76億49百万円（同8.0％増）となりま

した。
 

（ソリューション事業）

法人向けモバイルソリューションにおいては、企業の景況感が改善傾向にあり、業務効率化のためスマートデバ

イスを導入する需要が本格化しております。このような事業環境下、スマートデバイスの導入・活用方法を積極的

に提案し、前年同期に比べ端末販売台数は増加いたしました。さらに、ソリューションサービスの受注も増加して

おり、グループ会社との連携の下、体制強化に努めてきたヘルプデスクは、サービス単体での受注も含めて、今後

も拡大が見込まれます。また、教育業界等特定の業界に向けて、各企業のニーズに即したソリューションサービス

を推進いたしました。

固定回線系商材においては、独自ブランドの光アクセスサービス「TG光」の新たなパートナー企業の発掘や既存

再卸先の育成等、販売力の強化に取り組み、法人顧客の累計回線数は着実に増加しております。また、サービス内

容やサポート体制の拡充等、将来的な投資も引き続き実施いたしました。

この結果、売上高は176億19百万円（前年同期比11.3％増）、営業利益は14億６百万円（同12.5％増）となりま

した。
 

（決済サービス事業他）

決済サービス事業においては、券面額を売上高とする電子マネー系商材から、受取手数料のみを売上高として計

上するギフトカードへと商品構成の変化が継続していることに加え、コンビニエンスストア等の既存販路の再編に

よる影響もあり、前年同期比で取扱高が減少いたしました。

また、平成29年12月１日付にて、株式会社クオカードの全株式を取得し子会社化いたしました。今後は、両社の

保有する顧客基盤や事業ノウハウを合わせ、高いユーザー認知度を有する現行「QUOカード」の一層の発行拡大と

「デジタル版QUOカード」の創出を目指してまいります。

海外での決済サービス事業においては、シンガポールでのギフトカード事業およびハウスカード事業が堅調に推

移しております。また、その他の東南アジア地域においては、マレーシアに続き、タイへも進出し、ハウスカード

事業の展開を進めました。

この結果、売上高は391億４百万円（前年同期比20.2％減）、営業利益は９億27百万円（同9.8％減）となりまし

た。
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（２）財政状態に関する説明 

(資産)

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末に比べ795億23百万円増加し、1,411億65百

万円となりました。これは主に現金及び預金が80億98百万円、商品が92億96百万円、未収入金が51億67百万円、差

入保証金が525億22百万円増加したことによるものであります。固定資産は、前連結会計年度末に比べ７億62百万円

増加し、144億３百万円となりました。これは主にのれんが５億11百万円増加したことによるものであります。

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べ802億86百万円増加し、1,555億68百万円となりました。

(負債)

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末に比べ800億42百万円増加し、1,144億88百

万円となりました。これは主にカード預り金が813億42百万円増加したことによるものであります。固定負債は、前

連結会計年度末に比べ33億12百万円減少し、81億33百万円となりました。これは主に長期借入金が34億71百万円減

少したことによるものであります。

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べ767億29百万円増加し、1,226億22百万円となりました。

(純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ35億57百万円増加し、329億46百万円と

なりました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益の計上、および剰余金の配当により利益剰余金が36億

46百万円増加したことによるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年５月12日に公表いたしました通期の業績予想に変更はありません。

当第３四半期連結累計期間業績の、平成29年５月12日に公表いたしました通期業績予想に対する進捗率は、売上

高70.9％、営業利益65.7％、経常利益66.1％、親会社株主に帰属する四半期純利益65.3％で推移しております。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

  前連結会計年度 
(平成29年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成29年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,901 10,000 

受取手形及び売掛金 12,867 13,703 

営業投資有価証券 － 3,066 

商品 34,218 43,514 

貯蔵品 80 94 

未収入金 10,399 15,566 

差入保証金 － 52,522 

その他 2,177 2,702 

貸倒引当金 △4 △6 

流動資産合計 61,641 141,165 

固定資産    

有形固定資産 3,321 3,356 

無形固定資産    

のれん 1,847 2,359 

その他 1,233 1,346 

無形固定資産合計 3,081 3,706 

投資その他の資産    

敷金 4,342 4,386 

その他 2,913 2,959 

貸倒引当金 △17 △4 

投資その他の資産合計 7,238 7,341 

固定資産合計 13,641 14,403 

資産合計 75,282 155,568 

負債の部    

流動負債    

買掛金 7,915 8,040 

短期借入金 8,332 33 

1年内返済予定の長期借入金 5,503 4,628 

未払金 8,446 16,755 

未払法人税等 1,845 1,256 

賞与引当金 1,747 1,084 

短期解約損失引当金 164 114 

カード預り金 － 81,342 

その他 491 1,233 

流動負債合計 34,446 114,488 

固定負債    

長期借入金 9,244 5,773 

退職給付に係る負債 374 367 

資産除去債務 1,388 1,489 

その他 439 503 

固定負債合計 11,446 8,133 

負債合計 45,892 122,622 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成29年12月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,154 3,154 

資本剰余金 5,177 5,177 

利益剰余金 42,232 45,878 

自己株式 △21,526 △21,526 

株主資本合計 29,037 32,684 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 321 233 

為替換算調整勘定 6 7 

退職給付に係る調整累計額 － △4 

その他の包括利益累計額合計 327 235 

非支配株主持分 24 26 

純資産合計 29,389 32,946 

負債純資産合計 75,282 155,568 
 

- 5 -

㈱ティーガイア（3738）　平成30年３月期　第３四半期決算短信



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年12月31日) 

売上高 406,035 400,852 

売上原価 361,670 354,863 

売上総利益 44,365 45,989 

販売費及び一般管理費 35,006 36,005 

営業利益 9,358 9,983 

営業外収益    

受取利息 1 0 

受取配当金 5 7 

持分法による投資利益 23 33 

受取保険料 18 22 

その他 39 44 

営業外収益合計 89 107 

営業外費用    

支払利息 48 33 

その他 15 11 

営業外費用合計 64 44 

経常利益 9,383 10,046 

特別利益    

固定資産売却益 2 4 

投資有価証券売却益 118 － 

子会社株式売却益 41 － 

特別利益合計 162 4 

特別損失    

固定資産除却損 28 18 

固定資産売却損 0 9 

特別損失合計 28 28 

税金等調整前四半期純利益 9,517 10,023 

法人税、住民税及び事業税 2,454 2,861 

法人税等調整額 498 526 

法人税等合計 2,953 3,388 

四半期純利益 6,564 6,635 

非支配株主に帰属する四半期純利益 58 6 

親会社株主に帰属する四半期純利益 6,506 6,628 

 

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年12月31日) 

四半期純利益 6,564 6,635 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 205 △88 

為替換算調整勘定 △131 1 

退職給付に係る調整額 － △4 

その他の包括利益合計 73 △91 

四半期包括利益 6,638 6,543 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 6,580 6,536 

非支配株主に係る四半期包括利益 58 6 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。 

 

 

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

当第３四半期連結会計期間に株式会社クオカードの全株式を取得したことにより、子会社に該当することとなった

ため、同社を連結の範囲に含めております。 

同社株式を取得したことによる当社グループの平成30年３月期の通期業績予想に対する影響額（注）は、親会社株

主に帰属する当期純利益約５億円を見込んでおります。 

上記予想は、当社が本資料発表日現在において入手可能な情報に基づいた分析・判断によっており、実際の通期業

績につきましては、様々な要因により異なる結果となる可能性があります。 

また、次年度以降の連結業績においては、株式会社クオカードの１年分の業績が反映されることから、同社の業績

が当社グループの連結業績に与える影響額は、当連結会計年度と比較して大きくなるとみております。 

なお、のれんにつきましては、Ｐ.８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 （３）四半期連結財務諸表に関する

注記事項（セグメント情報）Ⅱ ４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報」に記載

のとおりです。 

（注）影響額の算定における重要な収益計上基準に関する説明 

株式会社クオカードにおける第三者型カード発行の会計処理は、発行したカードの券面額をカード預り金に計上

し、使用に応じて使用金額をカード預り金から取り崩しております。また、過去の使用実績率に基づき算出した、使

用されないと見込まれる金額をカード預り金から取り崩し、収益として計上しております。 

上記影響額の算定においては、当該収益約８億円を見込んでおります。 
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（セグメント情報）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  モバイル事業 ソリューション事業 決済サービス事業他 合計 

売上高 341,211 15,833 48,990 406,035 

セグメント利益 

（営業利益） 
7,080 1,250 1,028 9,358 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項） 

報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書の営業利益は一致しております。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  モバイル事業 ソリューション事業 決済サービス事業他 合計 

売上高 344,128 17,619 39,104 400,852 

セグメント利益 

（営業利益） 
7,649 1,406 927 9,983 

 

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

（子会社の増加による資産の著しい増加）

当第３四半期連結会計期間に株式会社クオカードの全株式を取得し、新たに連結の範囲に含めたこと

から、前連結会計年度の末日に比べ、「決済サービス事業他」セグメントの資産が大きく増加しており

ます。当該事象による同報告セグメントの資産の増加額は、66,845百万円であります。

 

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書の営業利益は一致しております。

 

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

当第３四半期連結会計期間に株式会社クオカードの全株式を取得し、新たに連結の範囲に含めたこと

から、「決済サービス事業他」セグメントにおいてのれんが発生しております。当該事象によるのれん

の増加額は、913百万円となります。なお、のれんの金額は取得原価の配分が完了していないため、暫

定的に算定された金額であります。
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